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048-240-2211 

○保護者との丁寧なコミュニケーションが活かされ、スムーズな保育活動や園運営などにつながっ
ている
保護者との日常からの丁寧なコミュニケーションや情報提供が保育理念の共有、活動などへの理解
の促進となり、施設の評価や情報の公表を通じて保護者の協力となって表れている。保護者との情
報共有が進むことにより、園での保育活動や運営をより滞りなく運ぶことができ、信頼関係の醸成
にもつながっている。また、保育活動は子どもたちの「のびのび　すくすく　にこにこ」な成長に
も活かされている。
○食育活動を通じて食物に対する興味や関心を深めている
年間計画に添って保育士と栄養士が連携をし、年齢に応じた体験を工夫し取り入れている。その日
の給食の材料の皮むきや筋とりをし、直接食材に触れることにより食事に興味を持ち、食べる意欲
にもつなげている。ピザや大学芋の親子クッキングは子ども保護者・保育士・栄養士のコミュニ
ケーションがとれ、楽しい雰囲気の中で行われている。給食の献立も工夫がなされ、郷土料理や世
界の料理、行事の日の特別メニューを提供し、子どもたちが意欲や関心をもって、楽しく食べられ
るようにしている。
○園長・主任の連携・協力関係が活かされ、園全体の運営・職員育成などにつながり、落ち着いた
保育活動、保護者の高い満足度となっている
園長の指導力・統率力などが職員指導に活かされており、保育経験などを通じた理解への導き、声
かけや助言などにつながっている。また、主任との連携・協力関係が活かされ、園全体の運営・職
員育成なども安定した形で進められている。園長と主任の信頼関係が保育園全体の落ち着いた保育
活動となって表れており、保護者からの高い満足度となっている。職員からのアイデアを活かした
活動への展開、ハンドブック・マニュアルなどに沿った子どもたちの活動への活かしなどとして具
体的な取り組みとなって実践されている。
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◇特に評価の高い点

　平成３０年　９月２０日（契約日）～平成３１年　３月２６日（評価結果確定日）

福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

株式会社　地域計画連合

太陽の子 川口幸町保育園 種別：



評価結果概要

⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント。

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

今回、第三者評価を受け的確にご指摘いただき、次年度に向けて明確な課題を持つことができまし
た。ご指摘を受けた部分は改善に努め、評価をいただいた部分は、さらに保育の質・保育力の向上
に努めてまいりたいと思います。
保護者の皆さまには、たくさんのご意見をいただき感謝しております。
太陽の子のコンセプトでもあります、子どもと保護者と地域とスタッフがつながる「つながり保育
園」となり、皆さまから愛される園となるように努力していきたいと思います。

○保育室内の絵本や玩具など、子どもたちの主体性を育てるための保育の環境設定を期待したい
会社全体で「絵本日本一」を目指し、２カ月ごとに新しい６０冊の巡回絵本のほか、各クラスに多
くの絵本を取り揃え、読み聞かせの時間を多くとったり、保育園での生活の各場面に取り入れてい
る。各クラスには、職員が読んであげたり時間を決めて読むことができる本が別に保管され、子ど
もが自由に見たり遊んだりする玩具類は床近くの手の届く場所に置かれている。どのクラスの玩具
も籠や箱を使って、種類別に分けて整理されているが、子どもの年齢発達に見合った収納の工夫が
望まれる。ミニカーを入れる箱に車種別の絵を描いて貼ることで車庫となり、出し入れも片付けを
兼ねた遊びとなることが予想される。絵本も見やすいように並べたり、場所を決めてままごとや絵
本のコーナーを作ることにより、子どもたちが好きな遊びを自由に選び、遊び込める場所や時間な
どの提供に活かされたい。これらの玩具入れやコーナーづくりは職員と子どもが一緒に楽しんで作
ることにも意義があると考える。
○研修などの人材育成に関する配慮がなされており、研修成果の検証などを進め、人材育成の促
進、目標とする職員の姿につなげられたい
研修には職員が希望に添って参加ができるよう配慮され、勤務シフトなどを調整して保育業務に支
障がない限り参加できるよう考慮されている。研修成果が保育にどのように活かされたかを職員間
で検証し相互に確認することで実践に活かす取り組み、気づきの共有をさらに期待したい。また、
人事評価に関する制度が整備され、キャリアパスをもとにした職層ごとに果たすべき役割と求めら
れる能力などが明示されている。個別評価シートを活かし、人材育成に関する職員のさらなる促進
を図り、話し合うことで分かりやすい工夫をするなど、目標とする職員の姿につなげられたい。

◇特にコメントを要する点


